
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
運
動
メ
ニ
ュ
ー

気
軽
に
エ
ン
ジ
ョ
イ

Ｍミｉｙ
ヤａ
運
動
体
験
会

▽
日
時　
３
月
17
日（
金
）午
後

２
時
～
３
時
30
分
。

▽
会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
ラ

ラ
ス
ク
エ
ア
宇
都
宮
９
階
）。

▽
内
容　
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
運
動

メ
ニ
ュ
ー
気
軽
に
エ
ン
ジ
ョ
イ

Ｍ
ｉ
ｙ
ａ
運
動
の
体
験
と
実
技

の
解
説
、
ミ
ニ
講
話
。

▽
対
象　
市
内
在
住
で
運
動
制

限
の
な
い
人
。

　
な
お
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の

運
動
教
室
に
参
加
し
て
い
る
、

ま
た
は
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る

人
は
不
可
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

▽
申
込　
３
月
３
日
午
前
９
時

30
分
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
627
）

６
６
６
６
へ
。

骨
盤
が
ゆ
が
む
理
由
を
理
解
し

運
動
で
改
善
し
よ
う

▽
日
時　
３
月
15
日（
水
）午
前

10
時
～
正
午
。

▽
会
場　

清
原
（
清
原
工
業

団
地
）。

▽
内
容　
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
骨
盤
が
ゆ
が
む
理
由
の

講
話
と
、
ゆ
が
み
を
改
善
す
る

た
め
に
日
常
生
活
の
中
で
実
施

可
能
な
運
動
の
実
技
。

▽
対
象　
市
内
在
住
で
お
お
む

ね
40
歳
以
上
の
人
。

▽
定
員　
先
着
25
人
。	

▽
申
込　
３
月
３
日
か
ら
、
電
話

で
、清
原
☎（
667
）５
６
９
６
へ
。

茂
原
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
で

各
種
催
し

1
認
知
機
能
向
上
体
操
教
室

▽
日
時　
３
月
１
・
８
・
15
・
29

日
、
午
後
１
時
～
２
時
。

▽
内
容　
介
護
予
防
の
新
し
い

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

▽
定
員　
各
先
着
20
人
。

2
笑
い
ヨ
ガ
教
室

▽
日
時　
３
月
３
・
17
日（
金
）、

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
。

▽
内
容　
笑
い
の
体
操
と
ヨ
ガ

の
呼
吸
法
を
組
み
合
わ
せ
た
新

し
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

▽
定
員　
各
先
着
35
人
。

3
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

▽
日
時　

３
月
３
・
10
・
17
・

24
日
、
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分
。

▽
内
容　
ス
ト
レ
ス
解
消
・
健

康
維
持
・
体
力
増
加
の
一
石
三

鳥
。

▽
定
員　
各
先
着
15
人
。

4
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

水
泳
教
室

▽
日
時　

３
月
３
・
10
・
17
・

24
・
31
日
、
午
後
７
時
～
８
時
。

▽
内
容　

４
泳
法
の
技
法
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
。

▽
対
象　
高
校
生
以
上
。

▽
定
員　
各
先
着
20
人
。

■
会
場　
茂
原
健
康
交
流
セ
ン

タ
ー
（
茂
原
町
）。

■
費
用　
施
設
利
用
料（
実
費
）。

問
茂
原
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
☎

（
654
）２
８
１
５

シ
ニ
ア
世
代
を
豊
か
に
す
る

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

支
援
講
座

▽
日
時　
３
月
11
日（
土
）・
24

日（
金
）、
午
前
10
時
～
11
時
。

▽
会
場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
中
央
１
丁
目
）。

▽
内
容　
「
シ
ニ
ア
世
代
を
豊
か

に
過
ご
す
た
め
の
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
の
重
要
性
」と
題
し
た
講
座
。

▽
対
象　
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
。

▽
定
員　
各
先
着
10
人
。

▽
申
込　
３
月
３
日
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話・フ
ァ
ク
ス（
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

で
、
み
や
シ
ニ
ア
活
動
セ
ン
タ

ー
☎（
639
）８
５
８
５
、
（
639
）

８
５
７
５
へ
。

家
族
介
護
教
室

介
護
者
交
流
会

▽
日
時　
３
月
17
日（
金
）午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
。

▽
会
場　
横
川
（
屋
板
町
）。

▽
内
容　
介
護
体
験
者
に
よ
る

講
話
、
介
護
の
た
め
の
情
報
提

供
、参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
、

相
談
な
ど
。

▽
対
象　
要
介
護
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
家
族
な
ど
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

▽
申
込　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

・
年
齢
・
性
別
を
明
記
）
で
、

宇
都
宮
介
護
者
の
会
☎（
652
）３

５
２
５
、
（
652
）３
５
２
９
へ
。

問
高
齢
福
祉
課
☎（
632
）２
３
５

７

◎みんなで語り合おうこころの健康を考える会　▽日時　3月 24日（金）午後 2時 30分～ 4時▽会場　
保健所（竹林町）▽内容　家族のアルコール問題などで悩んだり、生きづらさを感じたりしている人同士
の語り合い▽対象　市内在住の人▽その他　事前に保健師が面接▽申込　電話で、保健予防課☎（626）
1114 へ。

教
室
・
講
座

３月の家族介護教室
▽日時・会場・問い合わせ先など　下の表の通り。
▽対象　要介護高齢者を介護している家族など。
問高齢福祉課☎（632）2357
日　時 会　場 内　容 問い合わせ先

13日（月）午後
2時～4時

城山 （大
谷町）

介護サービス
の利用方法

城山地域包括
支援センター
☎（652）8124

16日（木）午後
1時30分～3
時30分

豊郷 （岩
曽町）

高齢者のメンタ
ルヘルス

地域包括支援
センター豊郷
☎（616）1237

18日（土）午後
1時30分～3
時30分

峰 （峰 3
丁目）

薬の上手な使
い方・薬局の利
用の仕方

地域包括支援
センター峰・
泉が丘
☎（613）5500

23日（木）午後
2時～4時

とちぎ福祉
プラザ（若
草 1丁目）

在宅介護の制
度の仕組み

地域包括支援
センター細谷・
宝木
☎（902）4170

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金
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上
河
内
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

布
ぞ
う
り
講
座

▽
日
時　
３
月
22
日（
水
）午
前

９
時
30
分
～
正
午
と
午
後
１
時

30
分
～
４
時
の
２
回
。

▽
会
場　
上
河
内
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
。

▽
内
容　
布
ぞ
う
り
作
り
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
で
初
心
者
の
人
。

▽
定
員　
各
抽
選
20
人
。

▽
費
用　
300
円
程
度（
教
材
費
）。

▽
申
込　
上
河
内
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
る
申
込
用

紙
ま
た
は
は
が
き
に
、
住
所
・

氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
・

生
年
月
日
・
年
齢
・
希
望
の
日

時
を
書
き
、３
月
13
日
（
必
着
）

ま
で
に
、直
接
ま
た
は
送
付
で
、

〒
321－

0407
松
田
新
田
町
116

－

１
、
上
河
内
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
☎（
674
）４
０
０
３
へ
。

こ
と
ぶ
き
会
館
で

肩
こ
り
・
腰
痛
体
操
教
室

▽
日
時　

４
月
27
日
、
５
月
25

日
、
６
月
22
日
、
７
月
27
日
、

８
月
24
日
、
９
月
28
日
。
午
前

10
時
30
分
～
正
午
。
全
６
回
。

▽
会
場　
こ
と
ぶ
き
会
館
。

▽
対
象　
市
内
に
在
住
の
60
歳

以
上
の
人
。

▽
定
員　
抽
選
15
人
。

▽
費
用　
教
材
費
な
ど（
実
費
）。

▽
申
込　
こ
と
ぶ
き
会
館
に
置

い
て
あ
る
申
込
用
紙
ま
た
は
は

が
き
に
、講
座
名・住
所・氏
名・

ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
・
年
齢
を
書
き
、
３
月
15

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
直
接
ま

た
は
送
付
で
、
〒
321－

0112
屋
板

町
558
、
こ
と
ぶ
き
会
館
☎（
656
）

８
７
９
２
へ
。

▽
そ
の
他　
送
迎
バ
ス
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

断
酒
例
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

■
昼
例
会
（
酒
害
相
談
）

▽
日
時　
３
月
17
日（
金
）午
後

１
時
～
３
時
（
毎
月
１
回
）。

▽
会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
ラ

ラ
ス
ク
エ
ア
宇
都
宮
９
階
）。

■
例
会

▽
曜
日
・
会
場　
毎
週
火
曜
日

＝
平
石

（
下
平
出
町
）。
毎

週
水
曜
日
＝
西
（
西
一
の
沢

町
）。
毎
週
木
曜
日
＝
中
央

（
中
央
１
丁
目
）。
毎
週
土
曜
日

＝
雀
宮
（
新
富
町
）。

▽
時
間　
午
後
７
時
～
９
時
。

■
内
容　
お
酒
に
悩
む
人
た
ち

が
互
い
に
理
解
し
合
い
、
支
え

合
う
こ
と
で
問
題
を
解
決
す
る
。

■
対
象　
酒
の
飲
み
方
が
お
か

し
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

疑
い
が
あ
る
な
ど
、
お
酒
で
悩

ん
で
い
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族
。

問
保
健
予
防
課
☎（
626
）１
１
１

４
居
宅
の
介
護
環
境
を
整
え
る

た
め
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

1
介
護
保
険
の
福
祉
用
具
購
入

▽
内
容　
心
身
の
状
況
な
ど
か

ら
判
断
し
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ

レ
や
入
浴
用
い
す
な
ど
の
福
祉

用
具
を
購
入
す
る
場
合
、
１
年

間
（
４
月
～
翌
年
３
月
）
で

10
万
円
を
限
度
に
、
介
護
保
険

利
用
者
負
担
割
合
に
基
づ
き
購

入
費
の
９
割
ま
た
は
８
割
を
支

給
。

▽
対
象　
要
支
援
・
要
介
護
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人
。
た
だ

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
対
象
外
。
①
介
護
施

設
や
病
院
に
入
所
・
入
院
し
て

い
る
②
指
定
を
受
け
た
事
業
者

以
外
で
購
入
し
た
。

2
介
護
保
険
の
住
宅
改
修

▽
内
容　
住
居
の
段
差
を
解
消

し
た
り
、
廊
下
や
階
段
へ
手
す

り
を
取
り
付
け
た
り
す
る
な
ど

の
改
修
を
行
う
必
要
が
あ
る
場

合
、
原
則
一
生
涯
に
20
万
円
を

限
度
に
、
介
護
保
険
利
用
者
負

担
割
合
に
基
づ
き
改
修
費
の
９

割
ま
た
は
８
割
を
支
給
。

▽
対
象　
要
支
援
・
要
介
護
の

◎宇都宮精神保健福祉会 ( やしお会 )　■相談会　▽日時　3月 2・16 日（木）、午前 10 時～正午▽内
容 精神障がい者を抱えた家族に対し、共通の体験をした家族が個別の相談を受ける。■定例会　▽日
時　3月 16 日（木）午後 1時 30 分～ 3時 30 分▽内容　話し合いながら精神障がいについて学ぶ。■会
場　保健所 (竹林町）。■申込　電話で、保健予防課☎（626）1114 へ。

教
室
・
講
座

お
知
ら
せ

平成 29年度の集団健康診査は
４月から受け付けます

　平成28年 4月から、集団健診の予約受け付けについて、
電話受け付けとインターネット（集団健診予約システム）
による受け付けを開始しました。インターネット予約であれ
ば、土・日曜日、祝休日、夜間など、皆さんのライフスタ
イルに応じた利便性の高い受け付けを行うことができます。
申し込み方法や申込先、健診日程などについて、詳しくは、
「健康づくりのしおり」（3月 31日に新聞折込みなどで配布）
や広報うつのみや4月号、市 などでお知らせします。

申し込み方法
1電話での受け付け
市集団健診予約センター☎（611）1311
▽受付日時　午前8時30分～午後5時15分。土・日曜日、
祝休日、年末年始を除く。
2インターネットでの受け付け
集団健診予約システム
▽受付日時　24 時間受け付け。土・日曜日、祝休日、
年末年始も可能。
▽その他　ユーザー IDは毎年度登録になります。平成
28年度に登録したユーザー IDは使用できません。

■申し込み時の注意
▽平成 29 年度の受け付けは、インターネット予約＝ 4月
1日から、電話予約＝ 4月 3日からです。
▽３カ月先までの予約が可能です。
▽健康増進課の電話・窓口での受け付けはできません。1
または2の方法で申し込んでください。
▽受診券は、4月末に一斉に発送します。
▽個別健診を希望する人は、直接、医療機関へお申し込み
ください。
問健康増進課☎（626）1129
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認
定
を
受
け
て
い
る
人
。
た
だ

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
対
象
外
。
①
介
護
施

設
や
病
院
に
入
所
・
入
院
し
て

い
る
②
事
前
申
請
を
行
わ
ず
に

改
修
を
行
っ
た
③
新
築
や
増

築
、
老
朽
化
に
伴
う
改
修
。

■
そ
の
他　
1
は
購
入
前
2
は

改
修
前
に
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
た
は
高
齢
福
祉
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
福
祉
課
☎（
632
）２
９
０

６
国
民
健
康
保
険
の

加
入
と
脱
退

　
国
民
健
康
保
険
は
、
他
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
り
生
活
保

護
を
受
け
た
り
し
て
い
る
人
を

除
き
、
法
律
で
全
て
の
人
が
加

入
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い

ま
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
の

加
入
・
脱
退
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
な
お
、
手
続
き
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
と

本
人
確
認
が
必
要
で
す
。

▽
加
入
す
る
人　
他
市
町
村
か

ら
転
入
し
た
と
き
・
勤
務
先
の

健
康
保
険
を
辞
め
た
と
き
・
生

活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と

き
・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

な
ど
。

▽
脱
退
す
る
人　
他
市
町
村
へ

転
出
し
た
と
き
・
勤
務
先
の
健

康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
・
生

活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き
な
ど
。

▽
そ
の
他
、手
続
き
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
☎

（
632
）２
３
２
０
へ
。

上
河
内
健
康
館
が

４
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン

　
上
河
内
保
健
セ
ン
タ
ー
（
上

田
町
）
が
、
梵
天
の
湯
に
付

属
す
る
上
河
内
健
康
館
と
し

て
、
４
月
３
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

■
窓
口

▽
開
始
日　
４
月
３
日（
月
）。

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午

後
５
時
。
年
末
年
始
は
休
み
。

▽
内
容　
健
康
づ
く
り
な
ど
の

市
の
事
業
と
貸
し
館
を
行
う
交

流
事
業
。

問
健
康
増
進
課
☎（
626
）１
１
２

６■
施
設
の
貸
し
出
し

▽
開
始
日　
４
月
３
日（
月
）。

▽
利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午

後
５
時
。
年
末
年
始
は
休
み
。

▽
内
容　
多
目
的
ホ
ー
ル
、
調

理
実
習
室
、
会
議
室
。

問
３
月
31
日
ま
で
＝
健
康
増
進

課
☎（
626
）１
１
２
６
、４
月
３

日
か
ら
＝
上
河
内
健
康
館
☎

（
674
）８
７
８
７

健
康
で
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
た
め
に　

食
育
情
報
コ
ー
ナ
ー

▽
日
時　

休
館
日
を
除
く
毎

日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。

入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

▽
会
場　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
。

▽
内
容　
「
賢
く
食
べ
て
健
康

長
寿
（
腎
臓
病
を
は
じ
め
と
す

る
生
活
習
慣
病
予
防
）」
を
テ

ー
マ
に
、
食
生
活
習
慣
の
ヒ
ン

ト
・
食
に
関
す
る
情
報
な
ど
の

パ
ネ
ル
紹
介
や
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
レ
シ
ピ
の
配
布
な
ど
。

問
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
627
）６

６
６
６

◎自死遺族支援　わかちあいの会「こもれび」　▽日時　3月 4・18日（土）、午後 2時～ 4時▽会場　と
ちぎ福祉プラザ（若草 1丁目）▽内容　大切な人を自死により亡くした人々の思いを分かち合う▽対象
家族や身近な人を自死で亡くした人▽費用　200 円。問栃木いのちの電話事務局☎（622）7970、保健

予防課☎（626）1114

高齢者の肺炎球菌予防接種
平成 28年度対象者は 3月 31日までに

接種してください
1平成 28年度の定期予防接種対象者の皆さんへ
▽期間　3月 31日まで。
▽会場　「健康づくりのしおり」または市 に掲載し
ている市内指定医療機関。県内（市外）の指定医療機
関は市 に掲載。
▽回数　生涯１回。
▽対象　市内在住で、肺炎球菌予防接種を受けたこ
とがない次のいずれかに該当する人。① 65歳（昭和
26 年 4 月 2日～昭和 27 年 4 月 1日生まれ）・70 歳
（昭和 21 年 4月 2日～昭和 22 年 4月 1日生まれ）・
75 歳（昭和 16 年 4 月 2 日～昭和 17 年 4 月 1 日生
まれ）・80 歳（昭和 11 年 4月 2日～昭和 12 年 4月
1 日生まれ）・85 歳（昭和 6年 4 月 2 日～昭和 7年
4月 1日生まれ）・90歳（大正 15年 4月 2日～昭和
2年 4月 1日生まれ）・95歳（大正 10年 4月 2日～
大正 11 年 4月 1日生まれ）・100 歳（大正 5年 4月
2日～大正 6年 4月 1日生まれ）②満 60～ 64歳で、

心臓・腎臓・呼吸器の機能、HIVによる免疫機能に
障がいがあり、身体障がい者手帳 1級程度。
▽費用　2,500 円。
▽持ち物　健康保険証など、生年月日の分かるもの。
②に該当する人は身体障がい者手帳の写し。
2接種費用免除（事前申請必要）
▽対象　1の対象者のうち、次のいずれかに該当する
人。①市民税非課税世帯②生活保護被保護者③中国残
留邦人の認定を受けている。
▽申込　健康保険証などの身分証明書、本人または同
世帯の親族以外が申請する場合は申し込み窓口に置い
てある委任状（市 からも取り出し可）、1の②に該
当する人は身体障がい者手帳の写しをお持ちの上、直
接、保健予防課（保健所内）、保健と福祉の相談（市
役所１階）、各 ・ ・ へ。
3県内指定医療機関以外での接種（事前申請必要）
▽申込　印鑑（ゴム印不可）をお持ちの上、直接、保
健予防課へ。
▽その他　費用は自己負担した後、償還払いとして
口座へ振り込みます。
問保健予防課☎ (626)1114

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金

11
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支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
人
へ
、
２
月
28
日
に
申
請

書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

■
対
象
　
基
準
日
（
平
成
28
年

１
月
１
日
）
現
在
、
本
市
に
住

民
票
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
分

の
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
人
。
た
だ
し
、

平
成
28
年
度
分
市
民
税
の
課
税

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
や
生

活
保
護
受
給
者
な
ど
を
除
く
。

■
支
給
額
　
対
象
１
人
に
付
き

１
万
５
０
０
０
円（
１
回
限
り
）。

　
申
請
書
が
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
、
必
要
事
項
を
書
き
、

必
要
書
類
を
添
付
し
て
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
。
窓
口
で
の
申
請
の
場

合
、
混
雑
に
よ
り
お
待
た
せ
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
る
べ

く
郵
送
で
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
郵
送
申
請

▽
受
付
期
間
　
７
月
31
日
（
消

印
有
効
）
ま
で
。

■
窓
口
申
請

▽
受
付
場
所
・
時
間
　
各
会
場

で
受
付
期
間
が
異
な
る
た
め
左

の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
を
市
が
受
け
取
り
、

審
査
を
し
た
後
、
申
請
者
宛
に

「
支
給
決
定
通
知
書
兼
支
払
通

知
書
」
ま
た
は
「
不
支
給
決
定

通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。
通

知
書
に
記
載
し
た
支
給
額
や
振

込
予
定
日
な
ど
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
支
給
時
期
　
申
請
受
け
付
け

後
、約
１
カ
月
半
〜
２
カ
月
後
。

■
口
座
振
り
込
み
　
申
請
書
に

記
載
さ
れ
た
指
定
口
座
へ
振
り

込
み
。

■
現
金
支
給
　
原
則
、
口
座
振

り
込
み
で
す
が
、
金
融
機
関
の

口
座
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、

現
金
支
給
。
な
お
、
申
請
当
日

の
支
給
は
不
可
。

問
臨
時
福
祉
給
付
金
実
施
本
部

☎（
632
）５
１
７
２

◎火事などの災害情報は消防出動情報で　消防出動情報は、電話や携帯サイトでお知らせしています。
119番は火事や救急などの緊急通報用電話番号です。適正利用にご協力ください。なお、停電時には、使
えない電話があるので、携帯電話や公衆電話から119番通報をお願いします。災害情報テレホンサービス
（自動音声）☎（624）2441、携帯サイト http://utsunomiya.mwjp.jp/mobile/?page=119。問消防
局通信指令課☎（625）5599

❹
支
給

　原
則
、口
座
振
り
込
み

❸
支
給（
不
支
給
）

　決
定
通
知
書
の
郵
送

❶
申
請
書
の
郵
送

❷
申
請
書
の
提
出

振り込め詐欺や個人情報
の詐取にご注意ください
　国・県・市職員などが、現金
自動支払機（ATM）の操作をお
願いすることはありません。不
審な電話がかかってきた場合
は、市消費生活センター（馬場
通り４丁目･ ５階）☎（616）１５４
７や最寄りの警察署へご連絡く
ださい。

参

対象と思われるが
申請書が届かない

　対象と思われる人で申請書が
届かない場合や、臨時福祉給付
金について、詳しくは、臨時福
祉給付金実施本部☎（632）
5172へお問い合わせください。

▽時間　平日、午前8時30
分～午後5時15分。バンバ

のみ、平日、午前10時～
午後7時。
出

窓口申請場所・期間

❶ 申請書の郵送（2月28日）

❷ 申請書の提出（3月1日～）

❸ 支給（不支給）決定通知書の郵送

❹ 支給（原則、口座振り込み）

申請から支給までの流れ
市民の
皆さん
（対象者）

市役所

窓 口

　「臨時福祉給付金」は、消
費税率引き上げの影響を
踏まえ、所得の低い人の負
担を軽減するため支給する
ものです。

臨時福祉給付金
（経済対策分）

申請書の受け付けが始まりました

HP

市
役
所
本
庁
舎

1階市民ホール 3月17日
まで

臨時福祉給付
金 実 施 本 部
（市役所16階）

3月21日
～7月31
日

上河内 、国本･
富屋･篠井

3月10日
まで

河内 、平石･清
原･横川･瑞穂野･
城山･豊郷･姿川･
雀宮 、宝木･陽
南･駅東･バンバ

3月22日
まで

場所 期間

域

域

区

出

区

▶
厚
生
労
働
省
給
付
金

　キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　  「
カ
ク
ニ
ン
ジ
ャ
」
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■ＣＫＤ（慢性腎臓病）パネル展示
▽期間　３月６～10日。
▽会場　市役所１階市民ホール。
▽内容　ＣＫＤに関するパネル展示、関連情報の配布
など。
■腎臓病予防講座
▽日時　３月18日(土)午後１時30分～４時。
▽会場　保健所（竹林町）。
▽内容　「新たな国民病ＣＫＤ（慢性腎臓病）ってどん
な病気　ＣＫＤ予防のための運動・食事のポイント」と
題した、安藤康宏さん（国際医療福祉大学病院教授）
による講演、原美穂子さん（健康運動指導士）による
運動実技。
▽申込　３月10日までに、電話またはファクス・Ｅメール

（住所・氏名・電話番号・年齢を明記）で、健康増進課
☎(626)１１２６、 (627)９２４４、 u19070500@cit
y.utsunomiya.tochigi.jpへ。

ＣＫＤ予防の　   つのポイント

FAX

■栄養バランスのよい
食生活を心掛ける
▽主食・主菜・副菜を
そろえて食べる。
▽野菜を多めに取る。
▽塩分を控える。
▽腹八分
目を心掛
ける。

■運動不足を解消する　
▽今より10分多く体を動か
すよう心掛ける（※２）。
▽定期的に体重をチェック
する。

■禁煙に努める　医療機
関での治療や禁煙時補助
制度などを活用しながら、
禁煙にチャレンジする。

■健康診査を受ける　毎
年、腎機能を調べる。

ＣＫＤを学べる関連イベント ４４４３月9日は世界腎臓デー

　Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
※
１
）
と
は
、
慢

性
的
に
尿
た
ん
ぱ
く
が
あ
る
、

腎
臓
の
働
き
が
低
下
し
て
い
る

状
態
を
指
し
ま
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は

生
活
習
慣
病
と
の
関
わ
り
が
深

く
誰
も
が
罹
る
可
能
性
が
あ
る

病
気
で
す
。

　腎
臓
は
、
肝
腎
要
の
言
葉
の

通
り
、
体
を
正
常
な
状
態
に
保

つ
た
め
に
は
と
て
も
重
要
な
臓

器
で
す
。
腎
臓
は
そ
ら
ま
め
の

形
を
し
、
握
り
こ
ぶ
し
く
ら
い

の
大
き
さ
の
臓
器
で
、
腰
の
辺

り
に
左
右
一
つ
ず
つ
あ
り
ま
す
。

主
な
働
き
と
し
て
、
老
廃
物
や

過
剰
な
水
分
の
除
去
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
な
ど
電
解
質

の
調
整
、
血
圧
の
調
節
、
赤
血

球
を
作
る
ホ
ル
モ
ン
を
出
す
、

健
康
な
骨
を
維
持
す
る
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生

活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
が
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
発

症
に
関
与
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
に
は
、
悪
い
生

活
習
慣
（
飲
み
す
ぎ
・
食
べ
す

ぎ
・
運
動
不
足
・
喫
煙
・
ス
ト

レ
ス
な
ど
）
の
改
善
が
と
て
も

重
要
で
す
。

　Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
初
期
に
は
ほ
と
ん

ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

身
体
の
だ
る
さ
や
目
ま
い
、
む

く
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
出
る

こ
ろ
に
は
す
で
に
病
気
が
進
行

し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
放
置
し
た
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
腎
臓
が
機
能

し
な
く
な
る
腎
不
全
に
な
り
、

透
析
療
法
や
腎
臓
移
植
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
、

命
を
落
と
す
原
因
に
も
な
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
早
期
発
見
に
は
血

液
中
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
を
調

べ
る
血
液
検
査
と
、
尿
中
の
た

ん
ぱ
く
質
の
量
を
調
べ
る
尿
検

査
が
有
効
で
す
。
腎
臓
は
一
度

機
能
が
低
下
す
る
と
、
も
と
に

戻
り
に
く
い
臓
器
で
す
。
取
り

返
し
が
つ
か
な
く
な
る
前
に
、

定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
け
て
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
早
期
発
見
に
努
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

※1  Chronic Kidney Disease（クロニック キドニー ディジーズ・慢性腎臓病）の頭文字。
※2「気軽にエンジョイMiya（ミヤ）運動」がお勧めです。詳しくは、市 愉快動画館をご覧ください。ま
た、「CKD(慢性腎臓病)をやっつけよう」では食丸くんがダンスで楽しくCKDについて紹介しています。
併せてご覧ください。
◎この特集についての問い合わせは、健康増進課☎（626）1126へ。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
っ
て

ど
ん
な
病
気
？

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の

原
因
は
何
？

Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
早
期
発
見
す
る

ポ
イ
ン
ト
は
何
な
の
？

そ
も
そ
も
腎
臓
っ
て

ど
ん
な
働
き
を

し
て
い
る
の
？

か
ん
じ
ん
か
な
め

HP

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
い
う
病
気
を
ご
存
じ
で
す
か
。あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、日
本
人
の
成
人
の
８
人
に
１
人
、約
１
３
３

０
万
人
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
と
推
計
さ
れ
、年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

新
た
な
国
民
病
　
　
　
　
　
　っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　 ど
ん
な
病
気
？

成人の8人に1人が

CKD!?

Ｃ
Ｋ
Ｄ
Ｃ
Ｋ
Ｄ

慢
性
腎
臓
病

か
か

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金
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■ＣＫＤ（慢性腎臓病）パネル展示
▽期間　３月６～10日。
▽会場　市役所１階市民ホール。
▽内容　ＣＫＤに関するパネル展示、関連情報の配布
など。
■腎臓病予防講座
▽日時　３月18日(土)午後１時30分～４時。
▽会場　保健所（竹林町）。
▽内容　「新たな国民病ＣＫＤ（慢性腎臓病）ってどん
な病気　ＣＫＤ予防のための運動・食事のポイント」と
題した、安藤康宏さん（国際医療福祉大学病院教授）
による講演、原美穂子さん（健康運動指導士）による
運動実技。
▽申込　３月10日までに、電話またはファクス・Ｅメール

（住所・氏名・電話番号・年齢を明記）で、健康増進課
☎(626)１１２６、 (627)９２４４、 u19070500@cit
y.utsunomiya.tochigi.jpへ。

ＣＫＤ予防の　   つのポイント

FAX

■栄養バランスのよい
食生活を心掛ける
▽主食・主菜・副菜を
そろえて食べる。
▽野菜を多めに取る。
▽塩分を控える。
▽腹八分
目を心掛
ける。

■運動不足を解消する　
▽今より10分多く体を動か
すよう心掛ける（※２）。
▽定期的に体重をチェック
する。

■禁煙に努める　医療機
関での治療や禁煙時補助
制度などを活用しながら、
禁煙にチャレンジする。

■健康診査を受ける　毎
年、腎機能を調べる。

ＣＫＤを学べる関連イベント ４４４３月9日は世界腎臓デー

　Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
※
１
）
と
は
、
慢

性
的
に
尿
た
ん
ぱ
く
が
あ
る
、

腎
臓
の
働
き
が
低
下
し
て
い
る

状
態
を
指
し
ま
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は

生
活
習
慣
病
と
の
関
わ
り
が
深

く
誰
も
が
罹
る
可
能
性
が
あ
る

病
気
で
す
。

　腎
臓
は
、
肝
腎
要
の
言
葉
の

通
り
、
体
を
正
常
な
状
態
に
保

つ
た
め
に
は
と
て
も
重
要
な
臓

器
で
す
。
腎
臓
は
そ
ら
ま
め
の

形
を
し
、
握
り
こ
ぶ
し
く
ら
い

の
大
き
さ
の
臓
器
で
、
腰
の
辺

り
に
左
右
一
つ
ず
つ
あ
り
ま
す
。

主
な
働
き
と
し
て
、
老
廃
物
や

過
剰
な
水
分
の
除
去
、
ナ
ト
リ

ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
な
ど
電
解
質

の
調
整
、
血
圧
の
調
節
、
赤
血

球
を
作
る
ホ
ル
モ
ン
を
出
す
、

健
康
な
骨
を
維
持
す
る
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　糖
尿
病
や
高
血
圧
な
ど
の
生

活
習
慣
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
が
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
発

症
に
関
与
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
予
防
に
は
、
悪
い
生

活
習
慣
（
飲
み
す
ぎ
・
食
べ
す

ぎ
・
運
動
不
足
・
喫
煙
・
ス
ト

レ
ス
な
ど
）
の
改
善
が
と
て
も

重
要
で
す
。

　Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
初
期
に
は
ほ
と
ん

ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

身
体
の
だ
る
さ
や
目
ま
い
、
む

く
み
な
ど
の
自
覚
症
状
が
出
る

こ
ろ
に
は
す
で
に
病
気
が
進
行

し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
放
置
し
た
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
腎
臓
が
機
能

し
な
く
な
る
腎
不
全
に
な
り
、

透
析
療
法
や
腎
臓
移
植
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
脳
卒

中
や
心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
、

命
を
落
と
す
原
因
に
も
な
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
早
期
発
見
に
は
血

液
中
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
値
を
調

べ
る
血
液
検
査
と
、
尿
中
の
た

ん
ぱ
く
質
の
量
を
調
べ
る
尿
検

査
が
有
効
で
す
。
腎
臓
は
一
度

機
能
が
低
下
す
る
と
、
も
と
に

戻
り
に
く
い
臓
器
で
す
。
取
り

返
し
が
つ
か
な
く
な
る
前
に
、

定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
け
て
、

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
早
期
発
見
に
努
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

※1  Chronic Kidney Disease（クロニック キドニー ディジーズ・慢性腎臓病）の頭文字。
※2「気軽にエンジョイMiya（ミヤ）運動」がお勧めです。詳しくは、市 愉快動画館をご覧ください。ま
た、「CKD(慢性腎臓病)をやっつけよう」では食丸くんがダンスで楽しくCKDについて紹介しています。
併せてご覧ください。
◎この特集についての問い合わせは、健康増進課☎（626）1126へ。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
っ
て

ど
ん
な
病
気
？

Ｃ
Ｋ
Ｄ
の

原
因
は
何
？

Ｃ
Ｋ
Ｄ
を
早
期
発
見
す
る

ポ
イ
ン
ト
は
何
な
の
？

そ
も
そ
も
腎
臓
っ
て

ど
ん
な
働
き
を

し
て
い
る
の
？

か
ん
じ
ん
か
な
め

HP

　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
い
う
病
気
を
ご
存
じ
で
す
か
。あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、日
本
人
の
成
人
の
８
人
に
１
人
、約
１
３
３

０
万
人
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
と
推
計
さ
れ
、年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

新
た
な
国
民
病
　
　
　
　
　
　っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　 ど
ん
な
病
気
？

成人の8人に1人が

CKD!?

Ｃ
Ｋ
Ｄ
Ｃ
Ｋ
Ｄ

慢
性
腎
臓
病

か
か

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金
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　自殺を考えている人は「死ぬしかない」と視野が狭く
なり、「孤立している」と感じています。まずは身近な人
が「いつもと少し違う」と気付いてあげることが大切で
す。次のようなサインが多く見られる場合は、自殺の危
険が迫っています。まずは声を掛けてみましょう。そして
話を聞き、早めに専門の相談機関や医療機関に相談
するように促し、温かく寄り添いましょう。
▽気分が沈む、自分を責める、仕事の能率が落ちる、決
断ができない、不眠が続くなど、うつ病の症状がある。
▽原因不明の身体の不調が長引く。
▽酒量が増す。
▽安全や健康が保てない。
▽仕事の負担が急に増える、大きな失敗をする、職を
失う。
▽職場や家庭でサポートが得られない。
▽本人にとって価値のあるもの（職、地位、家族、財産）
を失う。
▽重症の体の病気にかかる。
▽自殺を口にする。
▽自殺未遂に及ぶ。

■保健予防課☎(626)1114
▽日時　月～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
▽会場　保健所(竹林町)。
■県精神保健福祉センター☎(673)8785
▽日時　月～金曜日、午前8時30分～午後5時15分
▽会場　県精神保健福祉センター(下岡本町)。
■こころのダイヤル☎(673)8341
▽日時　月～金曜日、午前9時～午後5時。第2・4水曜
日の午前9時30分～11時30分は、精神科医師が対応。
■栃木いのちの電話☎(643)7830　
▽日時　毎日、24時間受け付けています。
■フリーダイヤル自殺予防いのちの電話☎0120
(783)556(フリーダイヤル)
▽日時　3月10日(金)午前8時～11日(土)午前8時
（24時間）▽内容　死にたい・死のうと思っている人や、
周囲にこのような人がいるときなどの自殺予防相談。
問栃木いのちの電話事務局☎(622)7970

大切な人の悩みに気付いてください
　「こころのSOS」

こころの相談はこちらへ
独りで悩まないで、

まずは相談してください

あ
な
た
の
こ
こ
ろ
、元
気
で
す
か

　
　 
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

　
自
殺
の
原
因
に
は「
こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
」が
大
き

な
割
合
を
占
め
て
お
り
、
自
殺
者
の
９
割
以
上
が
、

生
前
に「
こ
こ
ろ
」の
病
気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
特

に「
う
つ
病
」や「
大
量
飲
酒
」が
自
殺
に
結
び
つ
き
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎大切ないのちを守る自殺予防パネル展　▽期間　3月21日まで▽会場　中央図書館（明保野町）▽内容
尊い命を守るため、自殺予防に対する理解を深める。問保健予防課☎（626）1114

　
う
つ
病
と
は
、
「
気
持
ち
の

持
ち
よ
う
」
や
「
弱
さ
」
か
ら

で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト

レ
ス
に
よ
り
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
不
足
し
て
、
脳
の
伝
達
物
質

が
減
少
す
る
た
め
に
起
こ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
の

15
人
に
１
人
が
う
つ
病
を
経
験

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
う
ち
の
75
パ
ー

セ
ン
ト
が
専
門
医
の
治
療
を
受

け
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

■
「
う
つ
度
」
の
自
己
チ
ェ
ッ

ク
　
次
の
項
目
の
う
ち
、
２
つ

以
上
当
て
は
ま
り
、
そ
の
状
態

が
２
週
間
以
上
、
ほ
と
ん
ど
毎

日
続
き
、
生
活
に
支
障
が
出
て

い
る
場
合
に
は
、
う
つ
病
の
可

能
性
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な

い
。

▽
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
や
れ
て

い
た
こ
と
が
、
楽
し
め
な
く

な
っ
た
。

▽
以
前
は
、
楽
に
で
き
て
い
た

こ
と
が
、
今
で
は
お
っ
く
う
に

感
じ
ら
れ
る
。

▽
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と

思
え
な
い
。

▽
訳
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
に
感

じ
る
。

　
適
量
さ
え
守
れ
ば
、
お
酒
は

害
に
な
る
と
は
限
ら
ず
、
む
し

ろ
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
の
一
方
で
、
一
日
、
日
本

酒
換
算
で
２
合
半
以
上
（
１
週

間
で
18
合
）
の
飲
酒
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
乱
用
・
依
存
の
診
断
に

関
係
な
く
、
自
殺
の
リ
ス
ク
を

高
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
適
正
な
飲
酒
を
心

掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
う
つ
状
態
で
の
飲
酒

は
、
自
殺
の
リ
ス
ク
を
さ
ら
に

高
め
ま
す
。

■
「
お
酒
の
飲
み
方
」
の
自
己

チ
ェ
ッ
ク
　
次
の
項
目
の
う
ち
、

２
つ
以
上
当
て
は
ま
る
場
合
、

た
と
え
仕
事
が
で
き
て
い
た
と

し
て
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み

方
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
専
門

医
へ
の
相
談
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▽
飲
酒
量
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
た
こ
と
が
あ

る
。

▽
他
人
が
あ
な
た
の
飲
酒
を
非

難
す
る
の
で
、
気
に
障
っ
た
こ

と
が
あ
る
。

▽
自
分
の
飲
酒
に
つ
い
て
、
悪

い
と
か
申
し
訳
な
い
と
感
じ
た

こ
と
が
あ
る
。

▽
神
経
を
落
ち
着
か
せ
た
り
二

日
酔
い
を
治
し
た
り
す
る
た
め

に
「
迎
え
酒
」
を
し
た
こ
と
が

あ
る
。

問
保
健
予
防
課
☎（
626
）１
１
１

４

見
逃
さ
な
い
で

う
つ
病
の
サ
イ
ン

ア
ル
コ
ー
ル
と

上
手
に
付
き
合
お
う
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◎この特集についての問い合わせは、保健予防課☎（626）1114へ。

　結核は、結核菌によって起こり、
人から人にうつる病気です。昔の
病気と思われがちですが、日本で
は毎年2万人以上が結核を発病し、
2千人以上が亡くなっています。結
核は決して他人事ではありません。
結核を早期に発見するために、結
核についてもっと知っておきま
しょう。

３月24日は世界結核デー

昔の病気だと思っていませんか？

古くて新しい病気「結核」

イラスト1

こんな症状はありませんか

予防のポイント

体がだるい

イラスト2

十分な睡眠

適度な運動

禁煙

■
空
気
感
染
で
う
つ
り
ま
す
　

結
核
を
発
病
し
て
い
る
人
が
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
し
て
、
体

の
外
に
結
核
菌
を
出
す
こ
と
を

「
排
菌
」
と
い
い
ま
す
。
結
核

は
、
空
中
に
浮
い
て
い
る
菌
を
、

他
の
人
が
吸
い
込
む
こ
と
で

「
感
染
」
し
ま
す
。
手
を
握
る
、

同
じ
食
器
を
使
う
、
な
ど
で
は

感
染
し
ま
せ
ん
。
空
調
換
気
が

悪
く
狭
い
場
所
な
ど
は
、
菌
が

滞
留
す
る
た
め
、
発
病
し
て
い

る
人
が
目
の
前
に
い
な
く
て
も
、

知
ら
な
い
う
ち
に
感
染
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■「
感
染
」と「
発
病
」　
感
染
し

て
も
必
ず
発
病
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
発
病
」
と
は
感

染
し
た
後
、
菌
が
活
動
を
始
め
、

増
殖
し
て
、
体
の
組
織
を
侵
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
健
康
で
あ

れ
ば
、
菌
を
吸
い
込
ん
で
も
、

免
疫
力
に
よ
っ
て
抑
え
込
ま
れ

ま
す
。
免
疫
力
が
弱
ま
っ
て
い

る
と
き
は
、
菌
が
再
び
活
動
を

始
め
、
発
病
し
や
す
い
状
態
で

す
。
高
齢
者
、
過
労
、
栄
養
不

良
、
他
の
病
気
に
よ
る
体
力
低

下
な
ど
、
抵
抗
力
の
な
い
人
は

注
意
が
必
要
で
す
。
発
病
し
て

も
排
菌
し
て
い
な
い
場
合
は
、

他
の
人
に
感
染
さ
せ
る
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
こ
ん
な
症
状
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
　
結
核
の
初
期
症
状
は

風
邪
の
症
状
に
よ
く
似
て
い
る

た
め
、
見
逃
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
で
は
、
せ
き
や
た
ん
な

ど
、
風
邪
症
状
が
現
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
イ
ラ
ス
ト
１

の
よ
う
な
症
状
が
見
ら
れ
た
ら
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

■
結
核
と
診
断
さ
れ
た
ら
　
結

核
は
通
常
、
医
師
の
指
示
通
り

に
薬
を
飲
め
ば
治
り
ま
す
。
大

切
な
の
は
、
医
師
か
ら
「
薬
を

飲
む
の
を
止
め
て
も
い
い
」
と

言
わ
れ
る
ま
で
、
処
方
さ
れ
た

通
り
に
薬
を
飲
み
続
け
る
こ
と

で
す
。
治
療
途
中
で
飲
む
の
を

や
め
て
し
ま
っ
た
り
、
指
示
さ

れ
た
通
り
に
飲
ま
な
か
っ
た
り

す
る
と
、
結
核
菌
が
薬
に
対
し

て
抵
抗
力
（
耐
性
）
を
持
っ
て

し
ま
い
、
薬
の
効
か
な
い
菌

（
耐
性
菌
）
に
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
結
核
と

診
断
さ
れ
た
時
は
、
医
師
の
指

示
を
守
っ
て
、
治
療
終
了
ま
で

き
ち
ん
と
薬
を
飲
み
続
け
る
こ

と
が
最
も
重
要
で
す
。

■
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
　
普
段
か

ら
健
康
的
な
生
活
を
心
が
け
、

免
疫
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
（
イ
ラ
ス
ト
２
）。

ま
た
抵
抗
力
の
弱
い
乳
児
は
、

結
核
に
感
染
す
る
と
重
症
に
な

り
や
す
い
た
め
、
予
防
す
る
た

め
に
は
計
画
的
な
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

が
有
効
で
す
。

水分を失い軽くなる
（その大きさは数ミクロン）

　ひ　まつ

飛沫核
（数ミクロンの大きさ）

せきやくしゃみ
結核菌

空
洞 肺

粘液の
水分

鼻や喉で
消えてしまえば
感染しない

鼻や喉で
消えてしまえば
感染しない

患 者 周囲の人

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金
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◎この特集についての問い合わせは、保健予防課☎（626）1114へ。

　結核は、結核菌によって起こり、
人から人にうつる病気です。昔の
病気と思われがちですが、日本で
は毎年2万人以上が結核を発病し、
2千人以上が亡くなっています。結
核は決して他人事ではありません。
結核を早期に発見するために、結
核についてもっと知っておきま
しょう。

３月24日は世界結核デー

昔の病気だと思っていませんか？

古くて新しい病気「結核」

イラスト1

こんな症状はありませんか

予防のポイント

体がだるい

イラスト2

十分な睡眠

適度な運動

禁煙

■
空
気
感
染
で
う
つ
り
ま
す
　

結
核
を
発
病
し
て
い
る
人
が
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
し
て
、
体

の
外
に
結
核
菌
を
出
す
こ
と
を

「
排
菌
」
と
い
い
ま
す
。
結
核

は
、
空
中
に
浮
い
て
い
る
菌
を
、

他
の
人
が
吸
い
込
む
こ
と
で

「
感
染
」
し
ま
す
。
手
を
握
る
、

同
じ
食
器
を
使
う
、
な
ど
で
は

感
染
し
ま
せ
ん
。
空
調
換
気
が

悪
く
狭
い
場
所
な
ど
は
、
菌
が

滞
留
す
る
た
め
、
発
病
し
て
い

る
人
が
目
の
前
に
い
な
く
て
も
、

知
ら
な
い
う
ち
に
感
染
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■「
感
染
」と「
発
病
」　
感
染
し

て
も
必
ず
発
病
す
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
発
病
」
と
は
感

染
し
た
後
、
菌
が
活
動
を
始
め
、

増
殖
し
て
、
体
の
組
織
を
侵
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
健
康
で
あ

れ
ば
、
菌
を
吸
い
込
ん
で
も
、

免
疫
力
に
よ
っ
て
抑
え
込
ま
れ

ま
す
。
免
疫
力
が
弱
ま
っ
て
い

る
と
き
は
、
菌
が
再
び
活
動
を

始
め
、
発
病
し
や
す
い
状
態
で

す
。
高
齢
者
、
過
労
、
栄
養
不

良
、
他
の
病
気
に
よ
る
体
力
低

下
な
ど
、
抵
抗
力
の
な
い
人
は

注
意
が
必
要
で
す
。
発
病
し
て

も
排
菌
し
て
い
な
い
場
合
は
、

他
の
人
に
感
染
さ
せ
る
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
こ
ん
な
症
状
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
　
結
核
の
初
期
症
状
は

風
邪
の
症
状
に
よ
く
似
て
い
る

た
め
、
見
逃
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
で
は
、
せ
き
や
た
ん
な

ど
、
風
邪
症
状
が
現
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
イ
ラ
ス
ト
１

の
よ
う
な
症
状
が
見
ら
れ
た
ら
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

■
結
核
と
診
断
さ
れ
た
ら
　
結

核
は
通
常
、
医
師
の
指
示
通
り

に
薬
を
飲
め
ば
治
り
ま
す
。
大

切
な
の
は
、
医
師
か
ら
「
薬
を

飲
む
の
を
止
め
て
も
い
い
」
と

言
わ
れ
る
ま
で
、
処
方
さ
れ
た

通
り
に
薬
を
飲
み
続
け
る
こ
と

で
す
。
治
療
途
中
で
飲
む
の
を

や
め
て
し
ま
っ
た
り
、
指
示
さ

れ
た
通
り
に
飲
ま
な
か
っ
た
り

す
る
と
、
結
核
菌
が
薬
に
対
し

て
抵
抗
力
（
耐
性
）
を
持
っ
て

し
ま
い
、
薬
の
効
か
な
い
菌

（
耐
性
菌
）
に
な
っ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
結
核
と

診
断
さ
れ
た
時
は
、
医
師
の
指

示
を
守
っ
て
、
治
療
終
了
ま
で

き
ち
ん
と
薬
を
飲
み
続
け
る
こ

と
が
最
も
重
要
で
す
。

■
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
　
普
段
か

ら
健
康
的
な
生
活
を
心
が
け
、

免
疫
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
（
イ
ラ
ス
ト
２
）。

ま
た
抵
抗
力
の
弱
い
乳
児
は
、

結
核
に
感
染
す
る
と
重
症
に
な

り
や
す
い
た
め
、
予
防
す
る
た

め
に
は
計
画
的
な
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

が
有
効
で
す
。

水分を失い軽くなる
（その大きさは数ミクロン）

　ひ　まつ

飛沫核
（数ミクロンの大きさ）

せきやくしゃみ
結核菌

空
洞 肺

粘液の
水分

鼻や喉で
消えてしまえば
感染しない

鼻や喉で
消えてしまえば
感染しない

患 者 周囲の人

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金


